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１．ブラジル・マクロ経済情勢 

（１）経済情勢等（２月発表の経済指標） 

（ア）中銀が週次で発表しているエコノミスト等への調査に基づくGDP成長率予測に関し，２月23

日時点では，2018年のGDP成長率は2.89％で２週連続の上方修正，2019年のGDP成長率は3.00％と

された。また，2018年のインフレ率見通しは3.73％で４週連続の下方修正，2019年のインフレ率

見通しは4.25％とされた。 

（イ）ブラジル地理統計院（IBGE）が発表した2017年第４四半期（10～12月）のGDP成長率（速報

値）は，前年同期比＋2.1％で３四半期連続のプラス，前期比＋0.1％で４四半期連続のプラスを

記録した。この結果，2017年のGDP成長率は＋1.0％となり，２年連続の大幅なマイナス成長（注：

2015年，2016年ともに▲3.5％）から脱して，３年ぶりにプラスを記録した。また、2017年の名目

GDPは６兆5,599億レアル，１人当たりの名目GDPは31,587レアル，１人当たりの実質GDPは前年比

＋0.2％となった。 

（ウ）12月の鉱工業生産指数は，前年同月比＋4.3％で８か月連続でプラスを記録したほか，前月

比では＋2.8％となり，４か月連続でプラスを記録した。この結果，2017年通年の鉱工業生産指数

は前年比＋2.5％となり，４年ぶりにプラスに転じた。 

（エ）12月の小売売上高は，前年同月比＋3.3％で９か月連続でプラスを記録したほか，前月比で

は▲1.5％となり，２か月ぶりにマイナスに転じた。この結果，2017年通年の小売売上高は＋2.0％

となり，３年ぶりにプラスに転じた。 

（オ）全国の失業率（11～１月の移動平均）は12.2％となり，前回の公表値（10～12月の移動平

均）から0.4％上昇して10か月ぶりに悪化した。 

（カ）１月の貿易収支は，輸出額は169.68億ドル（前年同月比＋13.8％，前月比▲3.6％），輸入

額は141.99億ドル（前年同月比＋16.4％，前月比＋12.7％）で，差引き27.68億ドル（前年同月比

＋2.1％，前月比▲44.6％）となり，35か月連続で貿易黒字を記録した。 

（キ）１月の拡大消費者物価指数（IPCA）は単月で0.29％となり，前月の0.44％から下落した。

また，過去12か月累計では2.86％となり，政府のインフレ目標（4.5％±1.5％）の下限値を下回

る水準で推移している。 

 

（２）経済政策等 

（ア）２月５日，テメル大統領は，2018年会期連邦議会の開会にあたり書簡を送付し，年金制度

改革は国の将来にとって重要な課題であり，現行制度は社会的には不平等であり，財政的には持

続可能なものではないとして，改革案の承認の必要性を強調した。 

（イ）２月16日，テメル大統領は，リオデジャネイロ州の治安部門に連邦政府が介入する大統領

令に署名した。なお，連邦による州への介入期間中の憲法改正を禁止する憲法第60条の規定によ

り，年金制度改革に関する憲法改正案の採決は事実上困難となった。 

（ウ）２月19日，政府は，ブラジル経済に関する15の優先課題を発表するとともに，リオデジャ

ネイロ州に対する連邦政府の介入が決定されたことを受けて，年金制度改革に関する憲法改正案

の下院本会議における採決が延期されたことについても併せて発表した。 

（エ）２月23日，格付会社フィッチ社は，ブラジルの長期国債（外貨及び内貨建て）の格付けを

"BB"から"BB-"（投資適格級から３段階下の格付け）に１段階引下げるとともに，格付け見通しを
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「ネガティブ」から「安定的」に変更した。 

 

（３）中銀の金融政策等 

 ２月７日，中銀の金融政策委員会（Copom）は，政策金利（Selic）を0.25％引き下げて年率6.75％

とする旨を全会一致で決定した。なお，政策金利の引下げの決定は11会合連続となった。 

 

（４）為替市場 

（ア）２月のドル・レアル為替相場は，上旬に世界的なリスクオフの動きを受けてレアルは大幅

に下落した後，中旬以降は１ドル＝3.2レアル台の狭いレンジで推移する展開となった。 

（イ）月の前半は，米国の長期金利上昇等を受けて世界的なリスクオフの動きが強まり，一時１

ドル＝3.3レアル台までレアル安が進行した。その後は，ブラジルのカーニバル期間中に一転して

ドル安の流れになったことから，休場明けは１ドル＝3.2レアル台まで戻した。 

（ウ）月の後半は，政府が年金制度改革の先送りを発表したものの特段の材料視はされず，１ド

ル＝3.2レアル台の狭いレンジでの小動きとなった。月末は１ドル＝3.2475レアルで取引を終えた

（前月比1.9％のドル高・レアル安）。 

 

（５）株式市場 

（ア）２月のブラジルの株式相場（Ibovespa指数）は，上旬に世界的な株安の影響で大幅に下落

した後，中旬以降はリスクオンの動きが強まり反騰する展開となった。 

（イ）月の前半は，米国の長期金利上昇に端を発した世界同時株安の様相を呈したことから，株

価指数は一時80,000ポイント台まで下落した。その後は，ブラジルのカーニバル期間中にリスク

センチメントが改善したこともあり，休場明けの14日に株価指数は83,000ポイント台を回復した。 

（ウ）月の後半は，世界的なリスクオフの動きが後退したことに加えて，原油価格の回復や企業

決算への期待から上昇基調が強まり，株価指数は史上最高の87,000ポイント台まで上昇した。月

末の株価指数は85,353.59ポイントとなり，前月比＋0.5％の上昇となった。 

 

２．ブラジル政治情勢（２月の出来事） 

【内政】 

（１）政界の主な動向 

（ア）２月５日，連邦議会が開会。 

（イ）２月６日，コロル元大統領（上院外交委員長，PTC）は，上院本会議での演説に際し 

て，大統領選出馬の意向を再度表明。 

（ウ）２月 15日，ルシアーノ・フッキが自身の大統領選出馬について再度否定。 

（エ）２月 20日，日系のジュンジ・アベ連邦下院補欠議員（PSD，サンパウロ州）が連邦下院議

員に繰り上げ就任。 

 

（２）ルーラ元大統領関連 

（ア）２月２日，ルーラ元大統領弁護団は，ルーラ収監を回避するため，連邦最高裁に人身保護

令の発出を要請（今後，連邦最高裁は大法廷で本件の是非を審議する予定）。 
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（イ）２月 20日，ルーラ元大統領弁護団は，第二審有罪判決を不服として，不明瞭点の解明願い

を提出。 

 

（３）閣僚人事 

（ア）２月 19日，テメル大統領はヴァロイス人権大臣を更迭し，ロシャ文官府法務局長を代行に

任命。 

（イ）２月 20日，ＰＴＢ（伯労働党）は，従業員の就労問題で複数の提訴を受けているクリスチ

アーニ下院議員の労働大臣就任を断念（辞退）することを発表。その後，同党の推薦により，エ

ルトン・ヨムラ労働次官（ＰＴＢ）が労働大臣代行に就任。 

（ウ）２月 26日，テメル大統領は「大統領府・省庁組織基本法」を改編し，新たに公安特別省を

創設する暫定措置令に署名。ジュングマン国防大臣を公安特別大臣に任命。 

 

（４）その他 

（ア）２月 21日，トランスパレンシー・インターナショナルが発表した 2017年腐敗認識指数で

ブラジルは昨年の 79位から 96位に後退。 

（イ）２月 27 日，ドッジ検事総長は，連邦最高裁ファキン判事に対して，2014 年当時のオーデ

ブレヒト社によるＰＭＤＢ（現ＭＤＢ）に対する１千万レアル相当の不正献金容疑にかかる捜査

の対象にテメル大統領を含めるよう要請。 

 

【外政】 

（１）ベネズエラ問題 

（ア）２月７日，伯外務省はベネズエラにおける野党の政治活動排除を非難するプレスリリース

を発出。 

（イ）２月 12日，テメル大統領，ベネズエラ難民問題に直面するロライマ州を訪問。 

（ウ）２月 15日，テメル大統領は，今回のベネズエラ難民問題のような「人道上，脆弱な状況」

が発生した場合には，連邦政府が支援を行うとの暫定措置令に署名。具体的には，①ロライマ州

へのベネズエラ避難民問題の正式な認定，②連邦政府，議会，裁判所の三権による協力の下に難

民の効果的な受け入れ（医療，教育，職業訓練，人権擁護，インフラ整備，治安及び国境管理，

物資配給等に関する緊急支援策実施），③「連邦緊急支援委員会」の設置を通じた関係機関の調整

等を主な目的とするもの。 

 

（２）伯コロンビア関係 

２月 21日，オルギン・コロンビア外相及びビジェガス同国防相が伯を訪問。国境防衛及び治安

の課題に関する２＋２会合を開催。加えて，文官長，法務大臣，大統領府安全保障室長官も交え

た伯及びコロンビアへのベネズエラ流入民増大による影響に関する会合を開催。その他，オルギ

ン外相は，ヌネス外務大臣との間で第４回二国間外相委員会を開催し，コロンビア和平プロセス

への伯の支援，二国間貿易投資，技術協力等の両国間の主要課題につき協議。 

 

（３）伯イタリア関係 
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２月 22日，アルファーノ・イタリア外相が伯訪問。ヌネス外務大臣と会談。昨年 11月のヌネ

ス大臣イタリア訪問のフォローアップとして，貿易投資，科学技術，文化教育等の二国間課題，

及び地域・グローバルな課題につき協議した模様。 

 

（４）ボルソナーロ連邦下院議員一行の訪日 

 ２月 24～27日，ボルソナーロ連邦下院議員（大統領候補）一行が訪日（ニシモリ連邦下院議員，

エドゥアルド・ボルソナーロ下院議員（三男），ロレンゾーニ下院議員，フラビオ・ボルソナーロ・

リオ州議会議員（長男），カルロス・ボルソナーロ・リオ市議会議員（次男）等を帯同）。25日は，

浜松市で在日ブラジル人コミュニティとの交流イベントに出席。26日，文部科学省次官，ＮＥＣ

品川イノベーションワールド視察，経団連との懇談等を実施。一行は，その後，韓国，台湾を訪

問。 

 

（５）ヌネス外務大臣の中東地域訪問 

２月 26日，ヌネス外務大臣は中東地域（イスラエル，パレスチナ，ヨルダン，レバノン）歴訪

に出発。27日，ヌネス大臣はリヴリン大統領及びネタニヤフ首相への表敬，イスラエルのヤド・

バシェム（ホロコースト博物館）及び「正義の人の庭園」を視察した。28日には，アシュケロン

市の淡水化工場を視察。なお，伯外務大臣のイスラエルの訪問は，2011年にルーラ元大統領の同

国訪問にアモリン外相（当時）が同行して以来，７年振り。 

 

（６）グリアＯＥＣＤ事務局長の訪伯 

２月 28日，グリアＯＥＣＤ事務局長が訪伯。テメル大統領との表敬の他，財務省・中銀主催に

よるＯＥＣＤ伯経済分析（Economic Survey）発表イベント，連邦歳入庁主催の経済セミナー等に

出席した。 

 

３．トピックス 

（１）山田大使によるマルシア・アブラオン・ブラジリア大学学長への表敬訪問 

  ２月５日、山田大使は、当国名門ブラジリア大学のマルシア・アブラオン学長を表敬訪問した。

ブラジリア大学との学術交流、本邦大学との連携強化、留学生交流の更なる促進に向けて有意義

な意見交換が行われた。 

  在ブラジル日本国大使館は、日本とブラジルの未来を担う人材を育てる教育分野での交流をよ

り一層推進するため、様々な取組を行っていく予定である。 
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（２）山田大使の北パラナ訪問 

  １月 25日から 28日にかけて、山田大使はパラナ州北部を訪問した。 

  山田大使は、26日、ロンドリーナ市において、ロンドリーナ文化体育協会、ロンドリーナ市役

所、トミ・ナカガワ公園、パラナ日伯文化連合会を訪問し、さらに同日、ロランジア市にてパラ

ナ日本移民センターを訪れたあと、パラナ州移民歴史博物館を視察しロランジア市長と会談を行

った。また，同日午後、マリンガ市において同市市長を表敬したのち、マリンガ文化体育協会主

催の歓迎夕食会に出席した。 

  翌 27日、山田大使はマリンガ市において、マリンガ日本公園、サンフランシスコシャビエル文

化センター及びサンフランシスコシャビエル学校、老人ホーム和順会、マリンガ文化体育協会会

館、マリンガ農牧業協同組合を訪問した。同日夜の夕食会では、リカルド・バーロス保健大臣、

ルイス・ニシモリ下院議員、シダ・ボルゲッティ・パラナ州副知事、ウリシス・マイア・マリン

ガ市長、アレッサンドロ・サントス元サッカー日本代表らと懇談した。 

  さらに，28日には、ロンドリーナ市にてパラナ日伯文化連合会総会に出席し、挨拶の中で山田

大使は、中南米第二の日系社会を有するパラナ州の重要性に触れながら、これまでのパラナ州に

おける日本人移住者及び日系人の皆様の長年の尽力に対し敬意を表した。そして、移住 110周年

を迎えるにあたり、日伯関係の一層の緊密化に向け抱負を述べられた。 

 

ロンドリーナ文化体育協会訪問 

 

トミ・ナカガワ公園 

 

ウリシス・マイア マリンガ市長表敬訪問 

 

パラナ日伯文化連合会 
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ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ・ｼｬﾋﾞｴﾙ学校 

 

アレッサンドロ・サントス元サッカー日本代表 

と交流する山田大使 

 

 パラナ州日系団体の会議出席 （パラナ日伯文化連合会） 

 

パラナ州日系団体の会議出席 （パラナ日伯文化連合会） 

 

（３）木村在クリチバ総領事のクリシウーマ市出張（在クリチバ総領事館） 

２月 21日、木村総領事は、サンタカタリーナ州クリシウーマ市のバイホダジュヴェントゥーデ

職業訓練学校において、草の根人間の安全保障無償の贈与契約に署名した。同署名式には、ホボ

ルジ同学校会長、サルバロ市長等が出席し、木村総領事は、「恵まれない子供達に対する慈善活動

を６８年間も続けて来たことに敬意を表するとともに、このような素晴らしい慈善団体と協力が

できてとても嬉しい。せっかく構築できた協力関係であるので、今後ともこの関係を発展して行

きたい」旨述べられた。木村総領事は、前日の日系人も招かれた歓迎夕食会から大変な歓迎を受

けた。署名式当日は、地元最大のラジオ局において、朝８時から生放送でインタビューが行われ、

地元のテレビ局からも取材を受けた。クリシウーマ市にでは，近年非日系人が日本祭りを開催し

ているが、今回の協力を契機に同職業訓練学校の中に、非日系人が日系人と協力して日系協会を

設立し、日本文化発信の拠点としようとの動きが見られており、日系社会との連携強化にも繋が

るものとなった。 
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日系社会関係者 

 

パン製菓コースの生徒たち 

 

ラジオ局生放送 

 

テレビ局による取材 

 

（４）親日家や日系人とのネットワーク作りに係る取組み（在クリチバ総領事館） 

２月２日、木村総領事は、公邸において、クリチバの日系協会婦人会との懇親会を開催し、日

系人女性同士のネットワーク作りについて意見交換を行った。また、26日には、４月に本邦に出

発する国費留学生に対しオリエンテーションを行うとともに、先輩の元国費留学生との懇親会を

開催した。在クリチバ総領事館では、このような親日家とのネットワークや日系人同士のネット

ワーク作りに積極的に取り組んでいく。 

 

日系人女性グループとの意見交換 

 

渡日前オリエンテーション 
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４．大使館からのお知らせ 

（１）外務省 海外安全ホームページ 

 各国の危険情報や安全対策など、海外赴任、出張及び旅行をする際の留意点が掲載されている。 

http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

 

（２）ブラジル渡航情報 

（ア）危険情報 

12月８日付で内容を改訂したので御確認いただきたい。以下の地域が「レベル１：十分注

意してください。」となっているので、詳細をホームページで確認いただきたい。 

・ブラジリア連邦区（継続） 

・サンパウロ州大サンパウロ圏及びカンピーナス市（継続） 

・リオデジャネイロ州大リオ圏（継続） 

・アマゾナス州大マナウス圏（継続） 

・パラー州大ベレン圏（継続） 

・ペルナンブコ州大レシフェ圏（継続） 

・バイア州大サルバドール圏（継続） 

・エスピリトサント州大ビトリア圏（継続） 

・パラナ州大クリチバ圏（継続） 

・リオ・グランデ・ド・スル州ポルトアレグレ市（継続） 

http://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_259.html 

（イ）安全対策基礎データ 

主要各州、都市毎の犯罪発生状況、防犯対策及び滞在時の留意事項等に加え、査証、出入

国審査や大使館、総領事館の緊急連絡先が掲載されている。 

http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcsafetymeasure.asp?id=259 

（ウ）テロ・誘拐情勢 

http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcterror.asp?id=259 

http://www.anzen.mofa.go.jp/
http://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_259.html
http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcsafetymeasure.asp?id=259
http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcterror.asp?id=259

